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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対総合研究事業） 

令和 4年度 分担研究報告書 

 

「文献レビューとマニュアル作成に関する研究」 

 

研究分担者 小川純人 東京大学大学院医学系研究科老年病学 准教授

研究要旨：骨粗鬆症検診マニュアル作成に向けて、文献レビューとマニュアル作成に関する研

究として高齢者の特性や介護予防等との関連性を明らかにするため、国内外の文献レビュー、文

献検索、並びに班会議等での議論を行っている。骨粗鬆症検診マニュアル作成に関連して、検診

対象、医療面接、要精検者への対応等についても文献検索を行い、骨粗鬆症と予後・フレイル等

との関連性を含め、高齢者における骨粗鬆症検診に関連する項目の抽出を目指した。 

 

Ａ．研究目的 

骨粗鬆症検診マニュアル作成に向けた研究

班の文献レビューとマニュアル作成グルー

プの一員として、高齢者の特性や介護予防

等との関連性について、国内外の文献レビ

ュー、文献検索、班会議等での議論を行っ

た。また、骨粗鬆症検診の対象、医療面接、

骨粗鬆症検診における要精検者への対応等

について文献等の検索を行い、骨粗鬆症検

診マニュアル作成や骨粗鬆症検診提供体制

に向けた関連項目・内容の抽出を進めてき

た。 

 

Ｂ．研究方法 

骨粗鬆症検診マニュアル作成に向けて、文

献レビューとマニュアル作成に関する研究

の中で、高齢者の特性や介護予防等との関

連性を明らかにするため、国内外の文献検

索ならびに班会議等での議論を行った。骨

粗鬆症検診マニュアル作成に関連して、検

診対象、医療面接、要精検者への対応等につ

いても文献検索を行い、骨粗鬆症検診の対

象、医療面接、骨粗鬆症検診における要精検

者への対応等について文献等の検索を行い、

骨粗鬆症検診マニュアル作成や骨粗鬆症検

診提供体制に向けた関連項目・内容の抽出

を行った。 

 

Ｃ．研究結果 

地域住民検診において本研究班より提案さ

れた骨粗鬆症検診内容案や班会議での討議

に基づき骨粗鬆症検診項目をブラッシュア

ップした。その中で、骨粗鬆症検診マニュア

ルの項目も選定され、骨粗鬆症検診対象者

の選定、同検診項目、判定基準および要精検

者への対応等についても国内外の文献検索

や検討を行った。 

 

Ｄ．考察 

骨粗鬆症検診の構築や今後の円滑な実施に

向けて、高齢者の特性や介護予防・効果的介

入等にも配慮した骨粗鬆症検診マニュアル

の完成が望まれる。あわせて、骨折リスク評

価として Fracture Risk Assessment Tool 

(FRAX)、Osteoporosis Self Assessment Tool for 

Asia (OSTA)、)、既存骨折の有無等の情報活用
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についても文献検索を含めた検討を続ける

予定である。この後、関連学会や関連団体の

協力も得る形で骨粗鬆症検診マニュアルの

検証、普及・啓発に努め、骨粗鬆症早期発見、

骨折予防、高齢者の QOL 維持増進の契機に

繋げたい。 

 

Ｅ．結論 

骨粗鬆症検診マニュアル作成に向けた研究

班の中で、高齢者の特性、骨粗鬆症検診の対

象、医療面接、骨粗鬆症検診における要精検

者への対応等について国内外の文献検索等

を行った。今後、骨粗鬆症検診マニュアルの

完成・検証を目指すとともに、同マニュアル

および骨粗鬆症検診の更なる普及・啓発が期

待される。 

 

Ｆ．健康危険情報 

該当なし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

なし 

 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 


